
　災害時に自助・共助・公助のそれぞれの役割のも
とに連携を図り、地域の防災力向上を目指し実施す
る防災訓練。今年は市内16か所の会場で約2,600
人の参加者がありました。メイン会場となった高萩
小学校では、倒壊した建物からの救出訓練や茨城県
防災ヘリコプターによる屋上避難者救出訓練、バケ
ツやレジ袋を用いたリレーによる消火訓練などが、
サブ会場では、津波避難のための避難階段を使う訓
練や避難・安否確認な
どの地域独自の訓練
が行われ、参加した市
民の防災意識の高揚
が図られました。

　秋山下常設区が、日頃から草刈りやゴミ拾い等の
管理を自主的に行ってきた地区内の県道ひたちい
わき線約810ｍの道路里親認証団体になりました。
　市役所で行われた協定式では、県高萩工事事務所
の西野所長が「地域・企業・行政が協働で道路をきれ
いに維持できる素晴らしい取り組み」とあいさつ。
大部市長は「この取り組みが発信源になって市内に
広がることを期待したい」
と述べ、秋山下の豊田区長
は「区域のみなさんと協力
してこれまでどおり美化活
動に取り組んでいく」と答
えました。

　戦没者追悼式が総合福祉センターで厳かに執り
行われ、先の大戦での犠牲者の遺族や広島平和学
習派遣事業に参加した小中学生など約130人が黙
とうを捧げ、献花を行いました。式典で大部市長は

「悲惨な戦争を二度と繰り返さず、子どもたちの笑
顔が絶えない高萩市を目指す」と式辞。高萩市高
校生会の菊地有沙
さんと武山璃音さ
んは「平和の重要性
を次世代に語り継
ぎ、平和への思いを
行動に移していく」
と誓いました。

　アイラブ高萩・まちづくり支援金の交付を受けて
開催するこのイベントも今回で２回目。会場となっ
たリーベロたかはぎには、様々なクラフト販売ブー
スや手作り体験ができるワークショップブース、エス
テや整体などなど色々な楽しさが盛りだくさん。市
内外から450人を超えるお客さんが来場してくれま
した。このイベントを主催するチームたかはぎ花ま
るしぇでは、10/８（月）の15：00～15：45に高萩
海水浴場で「ハロウィンごみ
ひろいパレード」を予定して
います（雨天中止）。仮装を
して軍手と交換するお菓子
を持って参加しませんか？ 
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　茨城オトナ女子会と高萩茶寮のコラボレーション
企画として穂積家住宅で初めて行われた高萩茶寮彩
祭。浴衣の着付けやネイルアート、和菓子のねりきり
をかわいい動物の姿に作るデコ和菓子教室などの
体験から、ハンドメイドアクセサリーやサボテンなど
の販売、地元の野菜やヴィーガン料理の販売など内
容は盛りだくさん。浴
衣を着付けてプロカ
メラマンの撮影サー
ビスなどもあり、来場
したみなさんは高萩
茶寮のかき氷ととも
に楽しんでいました。

総合防災訓練 高萩茶寮彩祭 （いろどりさい）
8
26

8
19（今月の表紙）

　高萩市のまちづくりについて、
市長と直接意見交換ができます。
この機会にあなたの提案を市長に
伝えてみませんか。

日　　時
11月20日（火）　13時30分から
１組目13時30分～　２組目14時30分～
３組目15時30分～　（１組45分以内）　　

対 象 者 市民または市民が組織する団体など

受付組数
�３組（１組の人数は最大６人）申込多数の場
合は抽選となります（抽選の結果は、後日
申込者全員にご連絡いたします）

申込受付 10月22日（月）～26日（金）の午前８時30分か
ら午後５時までに電話でお申し込みください

※�申込時に氏名や人数、お話したい内容などをお聞きします。個人的
な要望・相談・苦情・宗教に関する意見、その他懇談にふさわしく
ないと判断されるときはお断りさせていただく場合があります。

■申込み・問合せ　企画広報課　☎23-2118

まちづくりのご意見やご要望を
市長が直接伺います。

ようこそ市長室へ
第4回
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